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植
物
学
と
佐
川　

「
博
物
学
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
？

辞
書
を
引
く
と
「
動
植
物
や
鉱
物
・
地
質
な
ど
の

自
然
物
の
記
載
や
分
類
な
ど
を
行
っ
た
総
合
的
な

学
問
」
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
学
問
は
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
象
徴
さ
れ
る
大

航
海
時
代
に
、
新
大
陸
で
新
発
見
さ
れ
た
様
々
な

も
の
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
運
ば
れ
、
そ
れ
ら
が
何
で

あ
る
か
規
定
し
て
い
く
過
程
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

元
々
、
博
物
学
の
対
象
は
自
然
全
般
で
、
簡
単

に
言
え
ば
「
自
分
以
外
の
も
の
」
で
し
た
。
し
か

し
、
こ
れ
は
あ
ま
り
に
も
広
範
囲
す
ぎ
た
た
め
、

次
第
に
細
分
化
さ
れ
て
、
動
物
学
・
植
物
学
・
天

文
学
・
地
質
学
な
ど
の
各
学
問
が
成
立
し
て
ゆ
き

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
新
し
い
学
問
成
立
の
流
れ
は
、

幕
末
期
か
ら
明
治
初
期
に
日
本
に
も
入
っ
て
き

て
、
順
番
に
広
ま
り
、
深
化
し
て
ゆ
き
ま
す
。

佐
川
の
関
係
者
と
し
て
は
、
植
物
学
者
の
牧
野

富
太
郎
が
そ
の
代
表
格
で
す
が
、
そ
の
他
に
も
、

苔こ
け

の
研
究
で
知
ら
れ
る
吉
永
虎
馬
、
沖
縄
の
動
植

物
の
研
究
で
知
ら
れ
る
黒
岩
恒ひ
さ
し(

「
尖せ

ん
か
く閣

諸
島
」

を
命
名
し
た
人
物
で
も
あ
り
ま
す)

、
日
本
人
初

の
彗す
い
せ
い星
発
見
者
で
あ
る
山
崎
正
光
な
ど
、
新
し
い

学
問
に
取
り
組
み
、
大
き
な
成
果
を
だ
し
た
佐
川

の
先
人
が
い
ま
す
。

今
回
の
小
展
示
で
紹
介
し
て
い
る「
西
谷
文
庫
」

は
、
博
物
学
か
ら
派
生
し
た
新
し
い
学
問
に
興
味

を
持
ち
、
趣
味
と
し
て
学
び
続
け
た
西
谷
退
三
の

蔵
書
で
す
。
日
本
で
博
物
学
が
分
化
し
て
い
く
過

程
の
後
半
に
生
き
た
彼
の
蔵
書
を
と
お
し
て
、
西

谷
の
学
問
へ
の
熱
意
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

（
青
山
文
庫　

藤
田
有
紀
）

<

展
示
案
内>

〇
春
の
企
画
展
「
志
士
た
ち
の
遺
墨
」

〇
小
展
示
「
西
谷
文
庫
の
世
界
」

　

３
月
14
日
（
土
）
～
６
月
７
日
（
日
）

川
　
柳

戦
国
の　

暮
ら
し
は
知
ら
ぬ　

武
者
幟の
ぼ
り

独
り
居
の　

放
浪
ぐ
せ
に　

取
り
つ
か
れ

自
分
史
の　

本
音
を
消
し
て　

ペ
ン
を
置
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田　

憲
一

人
類
の　

劫ご
う

払
わ
れ
て　

青
き
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　

聖
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

俳
　
句

鍬く
わ

洗
う　

小
川
の
水
も　

温
み
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

味
元　

佐
知
子

春
雨
に　

濡
れ
て
み
む
と
て　

童
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　

聖
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

短
　
歌

敵
は
何
処
だ　

姿
も
見
せ
で　

新
コ
ロ
ナ

　
　

ほ
ら
ほ
ら
触
れ
た　

そ
の
手
に
付
い
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　

聖
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

川柳・俳句・短歌を広報さかわに掲載してみませんか？
※ 7月号への掲載を希望される方は6月 1日（月）まで
投稿方法：氏名・住所・電話番号と、川柳・俳句・短歌のいずれの部門かをご記入のうえ封書やはがき、ファックスにてお送りく
ださい。応募多数の場合は抽選により掲載します。

文
　
　
芸

応
募
先
：
佐
川
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係　
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青
山
文
庫
だ
よ
り

「時間は有限」
こんにちは、6 期生の村澤です。神奈川から

佐川町に引っ越してきて、丸 1 年が過ぎました。
当たり前のことですが、町民の方々の山の管理を
任せていただくには、今のままの知識と技術では
到底足りません。
どうにかして現場経験を増やしたいと考えていた

矢先、今年初旬に大変ありがたいことに、地元
の自伐林家さんのご厚意で、山仕事を勉強する
機会を設けていただきました。
約 2カ月間と短い期間ではありましたが、私に

とっては非常に密度が高く充実した時間でした。
伐倒から枝払い、木取りや玉切りなどの基礎技
術から、間伐や育林といった山との向き合い方ま

で、様々なことをご指導いただきました。
「どうすれば技術を高められるのか？習うより慣れ

ること。」
「どうすれば能率良く仕事ができるのか？常に一
歩先を考えること。」
「どうすれば山の価値を高める仕事ができるの

か？良い木を残すことを最優先にすること。」
自伐林家さんから学んだことを挙げればきりがあ

りません。協力隊卒業後、一人で自伐型林業に
従事する予定の私にとって、長年の経験に基づ
いた知恵や技術は、目を見張るものばかりでした。
できるところから少しずつ挑戦し、経験を積み重ね
ていきたいと思います。

最後に、今回の貴重な機会を通してなにより
痛感したのは、自分自身の
未熟さです。残りの2 年間
で学ぶべきことは山ほどあ
り、のんびりしている暇など
少しもないということを改め
て認識した次第です。今後
は、より一層、「時間は有
限である」ことを自覚し、日々
精進していきたいと思いま
す。

「令和 2 年度地域おこし協力隊」
自伐型林業の担い手の確保を目的

に、地域おこし協力隊の採用を始めて
から7年目を迎えました。令和 2 年度
は新規に佐川町に移住される7名を含
めて、24 名の協力隊員が佐川町の幸せ
なまちづくりのために貢献してくれること
になっています。これまでに、60 名程
の協力隊員が佐川町に移住し、活躍を
してくれ、協力隊卒業後も佐川町に残
り、山の管理や、ショウガやトマトの栽
培、観光などまちづくりを支えてくれてい
ます。この 6 年間を振り返ると、多く
の地域おこし協力隊が移住してくる中
で、受け止める側の役場や住民の皆さ

んの中には、言葉や生活に対する考え
方の違いに少し戸惑ったこともあったの
ではないかと思います。ただ、住まいの
ことや自治会としての活動、食事のこと
など、多くの住民の方に支えていただき、
移住してくれた方々と町に長く住んでい
る方 と々の関係が年々良くなっているよ
うに感じています。違う視点を持った人
を受け入れ、お互いの良さを伸ばし、ま
ちの宝物に磨きをかける、そんな積み
重ねが幸せなまちづくりにつながってい
ると感じています。すべての関係者に感
謝、感謝です。今年度もよろしくお願い
します。

チーム佐川監督堀見和道（町長）
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※
５
月
６
日
ま
で
臨
時
休
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
休
館
期
間
が
延
長
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。


